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4.2. SPA (Software Practice Approach) 
【概要】 
 SPA は，大学院生への研究の進め方に関する教育の一つで，大学と実用現場が協力することによって，より質の高い実
践面を強化した教育の実現，および社会とのつながりを学生に経験させることを目指すものである．それによって，教育
面・研究面それぞれにおける効果を狙っている． 
 教育面における SPA による効果は，以下のようなものを期待している． 
 高い適用能力を持つ学生の育成 
 幅広い知見を持つ学生の教育 
 理論だけでなく，実践面も見越した考えができる学生の育成 
研究面における SPA は，大学院生への現場主義研究の入門であり，実用研究への第１段階と位置づけている．現場には，
机上の理論では解決できない問題があること，本来ソフトウェア技術は応用技術であり，それゆえに現場にこそ常に新し
い題材があることを体験し，その経験を以後の研究活動に反映することを目指す．これにより，実践面を強化したより実
用的な研究を行うことを期待している． 
SPA の実施形態として， 
 実用現場から研究課題／事例を与えてもらい，それに一定期間で取り組む． 
 実用現場の研究・開発に一定期間、参加する． 
 大学で選んだ課題とその研究成果を実用現場で一定期間、試用する． 
という形式がある． 
 学生は SPA 委員会へ計画書を提出し，実施終了時にその実施報告書を提出する．また，SPA は大学院の修了要件の一つ
として設定されており，SPA は PBL の成果を学外で発表することで置き換え可能としている． 
 
【SPA 報告書】 
 平成 21 年度の SPA 実施報告書として，計 16 課題が提出された． 
 
【広報活動】 
 平成 21 年 10 月 22 日（木）～23 日（金）に東北 IT ソリューション EXPO2009 が開催された。この場において、ソフト
ウェア情報学研究科の大学院生の行なっている研究活動を展示・発表するとともに、東北の企業の方々および一般の方々
へ、SPA の広報活動を行なった。我々のブースの来客一覧は、以下の通りである。このイベントに参加した企業と学校の
数は 54 件あった。 
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産学連携のシーズ（企業ができること・やりたいこと）とニーズ（顧客が求めていること）のすり合わせが必ずしも充
分でない状況下で、より多くの学生の取り組みを紹介し、本イベントで議論すれば有効ではないかという意見があった。
岩手県立大の方から、「幼稚園を対象とした子育て支援システム」と「商店街イベントと連動した来街者参加型情報シス
テム」の２つのテーマを紹介した。 
4.3. 大学説明会 
【概要】 
大学説明会は，高等学校生徒および進路指導担当教員を対象として，建学の理念，教育・研究内容及び平成 20 年度選
抜概要の周知を行い，本学への関心を高め，本学志望の動機づけを行うことにより，受験生の一層の確保を図ることを
目的として取り組んでいる．本年度は，全学のプログラム構成の変更にともない学部企画について大幅な変更を行った．
特に，学生による研究紹介を他学部の学生も含めて参加可能とし，本学の研究内容を周知するためだけでなく，高校生
が本学の在学生と直に話す機会を増やすことにより，より一層の関心を高めることをねらっている． 
 
【開催日程】 
・開催日 平成 21 年 7月 5 日（日）9：30～15：00（受付開始 9：00） 
 
【実施内容】 
全学スケジュールを表 1に示す．ソフトウェア情報学部の学部独自企画は以下の 4つである． 
 
 
 
 
